
都内区市町村における福祉のまちづくり事業について（情報バリアフリー）
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都内区市町村における福祉のまちづくり事業について（情報バリアフリー）

バリアフリーマップの作成

「バリアフリーマップの作成」

・マップを作成し、区役所、出張所、観光協会等で

無償頒布する他、区ホームページ等に掲載。

マップには、歩道の狭小箇所、歩道と車道の高低差、

坂道の傾斜角度、公共施設の表示等を表記

情報アクセシビリティの確保

「防災無線のメール配信・HP連携」

・防災無線の放送内容を自動でメール配信、

ホームページ掲載

コミュニケーション支援機器

「窓口対話支援機器等の導入」

・聴覚障害者の窓口対応におけるコミュニケーション手段

を確保するため、支援機器等を配備（筆談ボード、卓上ベル、

コミュニケーション絵本、対話支援機器、軟骨伝導イヤホン、

遠隔手話サービス及び音声筆談サービス）

（取組の例）
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○バリアフリーマップ（千代田区）

○防災無線の放送内容をメール配信（練馬区）

○遠隔手話サービス及び音声筆談サービス（中央区）



都内区市町村における福祉のまちづくり事業について（情報バリアフリー）

案内サイン・移動支援

「ことばの道案内」

・最寄の駅や停留所から、区内の公共施設までの道案内をことばで作成

道案内は音声ソフトの入ったパソコンや音声機能付きの携帯電話等で

聞くことが可能

イベント等における情報保障

「簡易型ヒアリングループの設置」

・音響設備のあるホール、音響設備のない小会議室など

様々な施設で使用できるよう、場所を選ばずに使用できる

簡易型のヒアリングループを設置

（取組の例）
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○ことばの道案内（墨田区）

○簡易型ヒアリングループの設置（墨田区）



各道府県における福祉のまちづくり事業について（情報バリアフリー）
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① 住民・事業者等への情報発信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② 事業者による情報提供の促進 ○ ○ ○

③ 市町村における取組の充実 ○ ○

※ ①～③について、○の自治体は実施事業ありと回答
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各道府県における福祉のまちづくり事業について（情報バリアフリー）

住民・事業者等への情報発信

「バリアフリーマップの運営」

・県内施設のバリアフリー情報を

地図情報に紐づけて施設ごとに登録した

Webサイトを運営

事業者による情報提供の促進

「車椅子使用者用トイレをはじめとしたトイレ情報の

オープンデータ化」

・府及び府内市町村が有する施設等の車椅子使用者用トイレをはじめとした

トイレの一覧をオープンデータ化し、府のオープンデータカタログサイトで公開

市町村における取組の充実

「カラーユニバーサルデザイン普及キャラバン隊事業」

・色覚の多様性及びカラーユニバーサルデザインについての

知識及び理解を深めるために、県内全域を対象とした

普及キャラバン隊を派遣

（取組の例）
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○バリアフリーマップ
検索画面（福岡県）

○トイレ情報のオープンデータ化（大阪府）

○視覚情報のユニバーサル
デザインガイドブック（愛知県）



自治体名 事業名 事業の概要

北海道 バリアフリーマップの作成
高齢者や障がい者を含めた全ての人が、外出時に必要な情報を容易に入手できるよう、道内の
施設や交通機関等に関するバリアフリー情報などを集約し、ホームページにて公開

福祉のまちづくり推進事業 公共、民間施設のバリアフリートイレの設置情報を埼玉県ＧＩＳのバリアフリーマップに掲載

聴覚障害者災害時等情報ネット
ワーク運営支援事業

・聴覚障害者等に対する災害時等の情報提供ネットワークを構築・運営するために必要な経費を
助成
・生活情報の入手を促進するとともに、万一大きな災害が起こった場合の情報提供手段を確保
し、聴覚障害者の安心できる環境づくりを促進

ちばバリアフリーマップ
障害がある方や高齢者、妊産婦及び幼児連れの方などが、外出時に安心して様々な活動に参加
できるようにするため、県のホームページに「ちばバリアフリーマップ」を掲載し、県内の公共施
設及び商業施設などのバリアフリー情報を提供

「障害のある人に対する情報保
障のためのガイドライン」の活用

視覚障害、聴覚障害等、各種障害のある人に対し、行政の職員などが障害のある人と情報のや
り取りをする際にどのような配慮を行うべきか示すため定めた「障害のある人に対する情報保
障のためのガイドライン」を活用し、情報提供等に際して障害特性に応じた必要な配慮を行う。

「カラーバリアフリー　色使いの
ガイドライン・サインマニュアル
Ver.2」の作成

「標識」「案内板」をカラーバリアフリー化するため、色覚の多様性によって起こる問題やその配
慮方法について、サインの作成方法を含めてまとめたマニュアルを作成

カラーバリアフリーに関する相
談事業

・色覚障がい当事者等によるカラーバリアフリーに関する相談窓口を開設
・色覚障がい当事者等によるアドバイザーを派遣して、現地での相談にも対応

愛知県統合型地理情報システム
「マップあいち」で人にやさしい
街づくりの推進に関する条例の
適合施設の公表

高齢者、障害者を含むすべての人が、人にやさしい街づくりの推進に関する条例の適合施設に
ついての情報を得られるよう、愛知県統合型地理情報システム「マップあいち 」に位置と情報を
掲載

福祉ガイドブック（音声版・点字
版・音声コード版）の展開

・福祉ガイドブックは、身体障害者・知的障害者・精神障害者及び戦傷病者の方を対象として、県
や国等が行っている福祉施策について紹介
・通常版の配布に加え、必要とされる方向けに音声版・点字版・音声コード版を配布

大阪府

①府有施設、市町村有施設のバ
リアフリー情報の公表
②ホテル・旅館のバリアフリー情
報の公表
③大阪府バリアフリートイレマッ
プの作成、公表

車いすをご利用の方、高齢の方、お子様連れの方など、全ての方が安心して施設を利用できる
よう、府有施設、市町村有施設、ホテル・旅館等のバリアフリー情報を本府ホームページへ掲載す
るとともに、公共施設・コンビニ・鉄道駅等のバリアフリートイレの情報をGoogleMap 上で公
開する「大阪府バリアフリートイレマップ」を作成・公表

兵庫県 県内各施設のバリアフリー情報
障害のある方や高齢者、こども連れの方など、だれもが安心して外出することができるように、
県立施設のバリアフリー情報などを掲載

福岡県 ふくおかバリアフリーマップ 県内施設のバリアフリー情報を地図情報に紐づけて施設ごとに登録したWebサイトを運営

「とうきょうユニバーサルデザイ
ンナビ」の運用

高齢者や障害者を含めた全ての人が、外出時に必要な情報を容易に入手できるよう、都内の施
設や交通機関等に関するユニバーサルデザイン情報及びバリアフリー情報を集約したポータル
サイトを運営

視覚情報のためのユニバーサル
デザインの普及促進

・文字の大きさやフォント、図表やイラスト等のレイアウト、やさしい日本語の活用等の工夫や配
慮事項をまとめた「TOKYOユニバーサルデザインガイドライン（視覚情報版）」を作成
・本ガイドラインの具体的な内容等に関する説明会を実施し、ホームページで動画を公開

①　住民・事業者等への情報発信

愛知県

神奈川県

東京都

埼玉県

千葉県
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自治体名 事業名 事業の概要

北海道 ー ー

埼玉県 ー ー

千葉県 ー ー

神奈川県 ー ー

愛知県 ー ー

大阪府バリアフリー情報公表制
度（ホテル・旅館）

・宿泊施設の予約前に、障がいのある方等が施設のバリアフリー情報を確認できる環境を
整備するため、令和２年９月以降に着工した床面積1,000㎡以上のホテル・旅館につい
て、バリアフリー情報の公表及び届出を条例で義務付け
・既存宿泊施設についても任意で公表状況を届出することができ、届出の内容は本府
ホームページで公開

大阪府及び府内市町村が有する
施設等の車椅子使用者用トイレ
をはじめとしたトイレ情報のオー
プンデータ化

大阪府及び府内市町村が有する施設等の車椅子使用者用トイレをはじめとしたトイレの一
覧をオープンデータ化し、府のオープンデータカタログサイトで公開

兵庫県 ー ー

福岡県 ー ー

東京都
車椅子使用者対応トイレに関す
るバリアフリー情報のオープン
データ化

都内の公共施設等における誰でも使いやすいトイレの場所、バリアフリー設備等の情報を
オープンデータ化し、都のオープンデータカタログサイトで公開

②　事業者による情報提供の促進

大阪府
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自治体名 事業名 事業の概要

北海道 ー ー

埼玉県 ー ー

千葉県 ー ー

神奈川県 ー ー

愛知県
カラーユニバーサルデザイン普
及キャラバン隊事業

色覚の多様性及びカラーユニバーサルデザインについての知識及び理解を深めるため
に、県内全域を対象とした普及キャラバン隊を派遣

大阪府 ー ー

兵庫県 ー ー

福岡県 ー ー

情報バリアフリーに係る充実へ
の支援（地域福祉推進区市町村
包括補助事業）

誰もが必要な情報を容易に入手できる環境を整備するため、多様な情報伝達方法により
情報提供を進めるなど、様々な取組を実施する区市町村を支援

ユニバーサルコミュニケーション
技術導入に係る推進事業

ユニバーサルコミュニケーションに係る最新のデジタル技術を活用し、区市町村における
情報バリアフリーの取組を促進

③　市町村における取組の充実

東京都
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